
徳
川
義
直
の
好
学
と
林
門
の
発
展

口禾

島

芳

男

一

寛
永
七
年

(
一
六
三
〇
)
冬
、
幕
府

の
儒
臣
林
道
春
信
勝

(羅
山
)
は
上
野
忍
岡

の
地
を
賜
り
、
か
つ
学
寮
を
営
む
べ
し
と
て
費
金
を
給
せ
ら
れ
、

こ
こ
に
私
塾
を
構

え
、
書
庫
を
建

て
た
。
次
い
で
同
九
年
尾
張
徳
川
義
直
は
羅
山
の
た
め
に
こ
の
地
に
孔
子
廟
を
新
築
し
、
み
ず
か
ら

剛
先
聖
殿
」

の
三
大
字
を
書
き
、

こ
れ
を
扁
額
と
し

て
掲
げ
さ
せ
、
な
お
聖
像

・
四
配
像
及
び
祭
器
等
を
も
寄
進
し
た
。
事
は
翌
十
年

二
月
、
羅
山
が

こ
こ
で
初
め

て
釈
菜
を
行

っ
た
日
に
成
る

「
武
州
先
聖
殿
経
始
」
に
詳

①

ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
年
四
月
十
七
日
、
将
軍
家
光
は
東
叡
山
の
東
照
宮

に
参
り
、
そ
の
帰
途
忍
岡

の
林
家

の
学
寮
に
立
寄
り
、
先
聖
殿

の
聖
像
を
拝
し
、
羅
山

に

命
じ
て

『
尚
書
』
発
典
を
講
釈
さ
せ
た
。
翌
十

一
年

三
月
、
羅
山
は
故
徳
川
忠
長
の
旧
邸
の

一
部
を
下
賜
さ
れ
、
こ
れ
を
忍
岡

に
移
し
て
書
院
と
し
た
。
忍
岡
の
学
寮
は

こ
こ
に
よ
う
や
く
そ
の
規
模
を
整
え
た
よ
う
で
あ
る
。
羅
山
が
み
ず
か
ら
刀
筆

の
吏

た
る
に
甘
ん
ぜ
ず
、
学
校
を
興
し
、
生
徒
を
教
え
、
聖
賢
の
道
を

弘
め
る
身
と
な
る

②

こ
と

は
、

既

に
久

し

い
夢

で
あ

っ
た
。

『
羅
山

林
先
生

文

集
』

巻

三
十

一
、
問
対

の
中

に

い
う
。

(家
康

)
謂

二
道
春

一日
、

方
今

大

明
亦
有

レ
道
耶

、
卿

以

為
二
如
何

一日

、
有

レ
之
、

春
錐

二
目
未
下
見
レ
之
、

於

レ
書

知
レ
之
、

夫

道
者

非

二窮

笏
冥

冥

一、

而
在

二
君
臣

父
子

男
女

長
幼
交
有

之
間

一、
今

也

大
明
自

二
闘
巷

自
二
郡
県

一至
州
府

一、

無
三
処

処
不
レ
有
二
学

校

一、
皆
所

三
以
教

二
人
倫

一而
以
下
正

二
人

心

一、

善
中
風

俗
上
為

レ
要
、
然
則
果

有
レ

道
乎
、

於
レ
是

幕
下
変

二
乎

色

一而
言

レ
他
、
春

亦

不
レ
言
、

と
。

こ

の
こ
ろ

の
家

康
と
し

て
は
早
く

慶
長

六
年

(
一
六

〇

一
)

に
伏

見

に
建

て
た

足
利
学

校
式

の
学

僧
養

成
機

関

で
あ

る
円

光
寺
学

校
以
外

に
学
校

の
必
要
を

認
め
な

⑨

か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。
し
か

る

に
羅

山

の

『
年
譜

』

及
び

『
行
状
』

が

共

に
伝
え

る
よ
う

に
、
慶

長
十

九
年

つ
い

に
京
都

に
学
校

を
建

て
、
生

徒

に
教

授
す

る

こ
と

を
許

さ
れ

た

の
は
、
家

康
が
往
年

の
羅
山

の
言

に

つ
き
省

み
る

と

こ
ろ
が

あ

っ
た
か
ら

で
あ

ろ
う
か
。

し
か

る

に
こ
の
年

の
冬

、

大

坂

の

役
が
起

り
、

翌
年
再

び
戦
争

が
あ

徳
川
義
直
の
好
学
と
林
門
の
発
展
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徳
川
義
直
の
好
学
と
林
門
の
発
展

り
、
そ

の
ま
た

翌
年

に
は
家
康
が
没
し
た

た
め

、
せ

っ
か

く

の
学
校

創
立

の
機
会
も
失

わ
れ
た
か

に
見
え

た
。
秀

忠
は
十

三
歳

の
と

き
か
ら
学
問
を
し
た

に
も
か

か
わ
ら

つ
い

④

ず

、

「
世
間

に
て
は
終
儒

学
御
雑
談
無
二
御
座

一候
故

、
そ

れ
を

ば

不
存

、

儒
学
も

不
レ
被
レ
成
候
様
皆

々
存

候

」

と

い
わ
れ
た
人

で
あ

り
、
家
光
も

「
わ
れ

は
戦

国

の
世

に
生

れ
あ

ひ
て
、
幼

よ
り
専
ら
武
技
を

の
み
研
精
し

、
文

学

に
を

い
て
は
力
を
用

ひ
ざ

る

の
み
な
ら
ず
、
年

若
く

て
大

統
を
受
継
し
か

ば
、
元
よ
り
読
書

の
暇
も
な
か

り

し

が
、
今
天

下
大
小

の
機
務
を
と
り
行
ふ

に
至
り
て
、
夙
夜

に
心
を

労
す

と

い

へ
ど
も

、
文
学

の
た
ら
ざ

る
を
も

て
、
事

に
臨
み
折

に
ふ
れ

て
悔

る
事
少

か
ら
ず
」
と
述

⑤

懐

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
し

か
る

に
こ

の
家
光
が
寛
永
七

年

(
一
六

三
〇
)
羅

山

に
上

野
忍
岡

の
敷
地
と

工
費
を
給

し

て
学
寮
を
営
ま
せ

、
次

い
で
尾

張
家

寄
進

の
先
聖

殿

に
臨
み
、
羅

山

の
講
書
を
聴

い
た

の
は
、

そ
も

い
か
な
る
機
運
が
し

か
ら
し
め
た

こ
と

で
あ
ろ
う
か
。

注①

『
羅
山
林
先
生
文
集
』

(以
下
単
に

『文
集
』
と
略
す
)
巻
六
十
四
、

「武
州
先
聖
殿
経
始
」
。

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
巻
二
十
三
に
七
月
十
七
日
に
係
け
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

『羅
山
先
生
年
譜
』

(以
下
単
に

『年
譜
』
と
略
す
)

『昌
平
志
」
に
は
四
月
十
七
日
と
す
る
。
こ
の
日
は
家
康

の
命
日
で
あ
る
。

②

『文
集
』
に
は
こ
の
間
対
の
日
次
を
欠
く
。

『好
書
故
事
』
巻

一
は
こ
の
文
を
引
き
、
姑
く
慶
長
十
八
年
六
月

三
日
条
に
附
す
る
と
い
う
。

③

以
下

『羅
山
先
生
行
状
』
及
び

『羅
山
先
生
年
譜
』
に
載

せ
る
と
こ
ろ
は
、
い
ち
い
ち
注
記
せ
ず
、
省
略
に
従
う
。

④

『右
文
故
事
』
巻
十
、
寛
永
八
年
条
、
小
幡
勘
兵
衛
語
。

⑤

『常
憲
院
殿
御
実
紀
』
附
録
巻
上
。
こ
れ
は
家
光
が
綱
吉

の
教
育
に
つ
き
綱
吉
生
母
桂
昌
院
を
諭
し
た
語
の

一
節
で
あ
る
。
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西

村
時

彦
は
、
義
直

の
幼
時

の
学

問

に
つ
い
て
は
伝

え

る
と

こ
ろ
が
な

い
が
、
彼
は

そ
の
弟
紀

伊
頼
宣

と
と
も

に
十

四
五
歳

の
こ
ろ
ま

で
家
康

に
養
育

さ
れ
る
う
ち
、

慶
長
十

二
年

(
一
六
〇
七

)
九
歳

の
と
き
、
羅
山
が
初

め

て
出

頭
し
、
駿
城

内

で
書
を
講

じ
た
か
ら
、
義

直

、
頼
宣

兄
弟

と
も
羅

山

の
教

え
を
受
け

た
で
あ
ろ
う
と
推
察

①

し
て
い
る
。
家
康
は
義
直
を
愛
す
る
こ
と
深
く
、
慶
長
八
年

(
一
六
〇
三
)
当
時
僅
か
四
歳

の
義
直

の
た
め
に
浅
野
幸
長

の
女
を
配
偶
と
定
め
、
同
十
二
年
故
徳
川
忠
吉

②

の
遺
領
尾
張
に
美
濃

・
信
濃

の
地
を
加
え
て
六
十

一
万
九
千
石
に
封
じ
、
成
瀬
正
成
を
傅
と
し
た
。
同
十
四
年
正
月
、
家
康
は
義
直
と
と
も

に
清
洲
城
に
入
り
、
城
郭
経

営

の
事
を
指
揮
し
て
数
日
滞
在
し
た
。
こ
の
と
き
豊
臣
秀
頼
は
片
桐
且
元
を
使
と
し
て
太
刀
及
び
銀
百
枚
を
義
直
に
贈
り
、
彼
が
初
め
て
清
洲

に
就
封
し
た
こ
と
を
賀
し

③
た
。

し
か
し

こ

の
清
洲

は
土
地
低
湿

に
し

て
東
海

の
枢

要

と
す

る

に
適
せ
ぬ
た
め
、
家
康

は
更

に
前

田
利

常
、
加
藤
清

正
、
池
田
輝
政
、

黒
田
長
政
、
鍋

島
勝
茂

、
浅

野



④

幸
長
、
福
島
正
則
等
外
様
大
名
三
十
二
人
に
課
し
、

大

い
に

名
古
屋
城
を

修
築
せ
し
め
、

翌
十
五
年
閏

二
月
義
直
は

こ
こ
に
移

っ
た
。
同
三
月
将
軍
秀
忠
は
駿
府
滞
在

の
予
定
を
終

っ
て
江
戸
に
下
る
に
当
り
、
家
康
に
謁
し
た
。
こ
の
と
き
家
康
は
秀
忠
に
向
か

い
、

「
義
直
、
頼
宣
両
朝
臣
な
ほ
い
と
け
な
し
、

我

な

か
ら

む
後
も
彼
等

な

り
た
ち

成
立

の
ほ
ど
懇
に
訓
誠
し
給
ふ
べ
し
」
と
委
嘱
し
た
。
翌
十
六
年
二
月
、
義
直
は
正
三
位

に
叙
し
、
参
議

に
任
ぜ
ら
れ
、
家
康

の
命

に
よ
り
、
頼
宣
と
と
も

に
秀
頼

の
入

洛
を
淀
に
迎
え
、
四
月

に
は
ま
た
兄
弟

で
大
坂
に
下
り
、
秀
頼

の
上
京
を
謝
し
た
。
大
坂
の
役
は
兄
弟
の
初
陣
で
あ

っ
た
が
、
慶
長
十
九
年

の
冬
陣

に
は
家
康

の
勧
め
に

よ
り
兄
弟
と
も
に
奈
良
名
所
を
巡
覧
し
た
。
翌
元
和
元
年

(
一
六

一
五
)
四
月
、
夏
陣
直
前

の
多
忙

の
中

に
家
康
は
十
年
来
の
婚
約
に
よ
る
義
直
と
浅
野
幸
長
女
と

の
婚

儀
の
た
め
老
体
を
い
と
わ
ず
名
古
屋

に
赴
き
、
数
日
後
戦
場

に
向
か

っ
た
が
、
河
内
枚
岡
の
戦
線
で
は
義
直
、
頼
宣
を
前
面
に
出
す
た
め
先
手

の
進
撃
を
猶
予
さ
せ
た
こ

と
も
あ

っ
た
。
こ
の
夏
陣

の
結
着

に
よ
る
豊
臣
氏
の
滅
亡
を
見
届
け
た
後
、
翌
二
年

四
月
、
家
康
は
重
い
荷
を

負
う

た

七
十

五
年

の

長
旅
を
終

っ
た
。

「
汝
等
は
大
樹

⑤

(将

軍
秀

忠
)

の
命

に
し
た
が

い
、
何

事

に
も
心
を

入
れ

て
服
事
す

べ
し
」

と

い
う

の
が
義
直

、

頼
宣

、
頼
房

三
兄
弟

に
対
す

る
家

康

の
遺

言

で
あ

っ
た
。

十

七
歳

の
義
直

に
と

っ
て
慈

父
を
失

っ
た

悲
哀

は
、
三

十

四
歳

の
羅

山

に
と

っ
て
は
大

い
な
る

知
己

を

失

っ
た
恨
事

で
あ

っ
た
。

顧
み
れ

ば
羅

山

は
慶
長
十

二
年

(
一

⑥

六
〇
七
)
初
め
て
京
都
か
ら
駿
府
を
経

て
江
戸
に
入
り
、
四
月
将
軍
秀
忠
の
た
め

に

『
六
靹
」

『
三
略
』
及
び

『
漢
書
』
を
講
じ
、
閏

四
月
駿
府
に
も
ど

っ
た
。
そ
し
て

家
康

の
命
に
よ
り
素
意

に
反
し

て
剃
髪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
駿
府

に
居
宅
を
新
築
す
る

一
方
京
都

に
も
宅
地
を
賜
わ
り
、
以
後
東
西
に
往
来
し

つ
つ
家
康
の

側
近

に
仕
え
、
駿
府
文
庫
を
管
掌
し
、
金
地
院
崇
伝
と
と
も

に

『
群
書
治
要
』
書
写

の
事
に
当
り
、
大
名

に
誓
書
を
徴
す
る
た
め

の
法
令
三
箇
条
を
起
草
す
る
傍
ら
家
康

と
中
庸
及
び
湯
武
放
伐

の
蓬

つ
い
高

答
し
・
次

い
で
ま
蒙

康

の
た
め

に

『
論
語
」
を
熟

・
大
坂

の
役

の
前
夜

に
は
五
山
僧
試
文
の
事
に
あ
ず
か
り
、
ひ
い
て
か

の
鐘
銘
事
件

に
際
し
て
は
銘
文
中

の

「
国
家
安
康
」
は
家
康

の
諦
を
切
る
も

の
、

「
君
臣
豊
楽
」
は
豊
臣
を
君
と
し
て
楽
し
む
下
心
を

示

す

な
ど

の

珍
説
を
呈
す

る
な

ど
・
か
ず
か
ず
貢
献
す
る
と

こ
ろ
が
あ

つ
⑳

し
か
し
冬
陣

の
帰
途
・
近
江
沓

駅
痛

陣
中
に

『
論
甑
順」
を
講
じ
た

こ
と
、
翌
年
春
か
ら

の

『
群
書
治
要
』

の
印
行
を

⑨

始
め
た
こ
と
な
ど
が
羅
山
の
家
康
に
対
す
る
奉
公
の
最
後
と
な

っ
た
。
家
康

の
神
号

に
つ
い
て
天
海
、
崇
伝
が
論
争
す
る
間
、
羅
山

に
は
何
ら
発
言

の
資
格
も
無
く
、
た

だ
家
康
の
遺
命

に
よ
り
駿
府
文
庫
の
蔵
書
を
尾
紀
水
三
家
及
び
江
戸

に
配
分
す
る
と
う
い
地
味
な
仕
事
を
あ
て
が
わ
れ
た
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
後
羅
山
は
江

戸
神
田
鷹
匠
町
に
宅
地
を
与
え
ら
れ
、
将
軍

の
日
光
社
参
に
は
階
行
し
た
が
、
秀
忠
に
侍
講
す
る
機
会

に
は
恵
ま
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
秀
忠
が
元
来
儒
学

に

執
心
し
な
か

っ
た
上
に
、
既
に
慶
長
十
三
年

(
一
六
〇
八
)
羅
山
の
弟
信
澄
が
家
康
、
秀
忠
に
謁
し
、
同
十
七
年
剃
髪
し
て

永
喜

と

改
名

し
て
か
ら
将
軍
秀
忠
に
常
侍

し
、
元
和
二
年

(
一
六

一
四
)

に
は
秀
忠

の
御
咄
衆
に
任
ぜ
ら
れ
た

の
で
、
江
戸
城
中

の
文
事
は
大
て
い
永
喜

の
手
で
処
理
さ
れ
、
あ
え
て
羅
山

の
出
府
を
待

つ
に
及
ば

徳
川
義
直
の
好
学
と
林
門
の
発
展
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徳
川
義
直
の
好
学
と
林
門

の
発
展

な

か

っ
た
か
ら

で
あ
ろ

う
。
し

た
が

っ
て
羅

山

は
と
か
く

京
都
恋

し
く

、
官
務

の
暇

に
は
多

く
在

京
し

つ
つ
、

い

つ
か
江
戸

に
返

り
咲
く

日
を

期
し

て
待

っ
た
よ

う

で
あ

⑩る
。や

が
て
元
和
九
年

(
一
六
二
三
)
六
月
、
秀
忠
、
家
光
が
上
京
、
家
光
は
将
軍
宣
下
を
受
け
、
以
後
羅
山
を
侍
講
と
し
て

『
論
語
』
『
貞
観
政
要
』
等
を
講
ぜ
し
め
た
。

家
光
は
将
軍
と
し
て
年
を
経
る
に
つ
れ
て
天
下
取
り
が
文
事

に
う
と

い
と
い
う
不
都
合
を
体
験
し
た

の
で
、
羅
山

の
引
立
て
に
つ
い
て
も
日
光
社
参

の
供
奉
な
ど
前
代
以

来

の
慣
例
の
外
に
別
途
に
考
慮
す
る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
。
寛
永
六
年

(
一
六

二
九
)
六
月
、
羅
山
は
京
都
で
療
養
中

の
八
十

三
歳

の
実
父
林
入
と
、
去
年
十
月
京
都
か
ら

江
戸
に
呼
び
下
し
た
ば
か
り
の

今
年
十
七
歳
の
長
男
叔
勝
と
を

同
じ
月
の
う
ち

に
相
次

い
で
失

っ
た
。

羅
山
は
時
に
四
十
六
歳
。
四
年
遅
れ
の
厄
年
で
あ

っ
た
。
し
か

⑪

し

こ
の
年

末
羅

山

は
民
部
卿

法
印

に
、
永
喜

は
刑

部
卿
法

印

に
叙

せ
ら
れ

た
。

こ
れ
は
家

光

の
羅

山
優

遇

の

一
端

で
あ

る
が

、
仏

を

排
し
儒
を
も

っ
て
立

つ
者

が
僧
形

を

借

る

さ
え
あ

る
に
、
今

ま
た
僧

位
を

受

け
た

に

つ
い
て
は

、

い
よ

い
よ
厳

し

い
批
判
が
出

た
。
殊

に
中

江
藤

樹

は

そ

の

「
林

氏
剃
髪
受

位
弁
」

に
お

い
て
、

林

道
春

記
性

頴
敏
、

而
博

物
治

聞
也
、

而

説
二
儒

者
之

道

一徒

飾

二其

ロ

一、
敷

二
仏

氏
之
法

一、

妄
剃

二
其
髪

一畷

二
安
宅

【而

弗
レ
居
、

舎

二
正
路

一而

不
レ
由
、

朱
子
所

レ
謂

能

言
鵬

鵡
也
、
而

自
称
二
眞
儒

【也
、

(中

略
)
故

推

レ
以

為
二
倭

国
之
儒
宗

[、
而

信
二
其
言

一、

致

二
其
行

一者
多
、

(中
略
)

己

巳

(
寛
永
六
年

)

除
夕
、

賜
レ
以

二
沙

門
之
位

一、
林
氏

兄
弟
者

、
受
レ
之

為
二
栄
幸

一也
、

而

慮

二
世
之
殿

笑

一也
、

作
レ
文

以
飾
二
其

非

一、

而

成

二其

悪

【、

聴
者
惨

然
不

レ
察
、
同
然

従
レ
之
、

故
挙

レ
世
以
為

、

儒
者

之
道
、
唯

如
レ
彼
而

己
、
而

不
レ
知

二
明
徳
親

民
之

実

学

一、

(下
略
)
、

⑫

と
痛

撃
し
た

。

こ
う

い
う
非
難

は
羅
山

自
身
も

同
感

で
あ

っ
た
。
彼

が
素
志
を

曲
げ

て
剃
髪
し

た

の
は

、
武

功

に
よ
ら
ず
し

て
武
家

に
出

頭
す

る

た
め

に
は
医
陰

の
輩
と

形
を

同
じ
く

す
る
国

俗

に
従
う
外

は
無

か

っ
た
か
ら

で
あ

り
、
既

に
僧
形
を

借
り

た
か
ら

に
は
僧
官

、

僧
位

に
任
叙

の
恩
遇

を
忌

避
す

べ
く
も
な

か

っ
た
。
羅

山

の

「
叙

法
印

詩
」

の
序

に

い
わ

く
。

除
夕

蒙
二
台
命

一、

賜
二
余

兄
弟
法
印

位

一、

何

栄
幸
加

レ
之
哉

、

(中

略
)

原
夫

法
印

者
沙

門
位
也

、

而
配

二
僧

正
官

一、

今
余

兄
弟
元

是
儒
也
、

然

祝
髪
者

久
随

二
国

俗

【、

与

二太

伯
断

髪
、

孔

子
之
郷
服

一、

何

以
異
哉
、

何
傷

焉
、

(中

略
)
先

王
有

二
法
服

【、
有

二
法

言

一、

四
書

六
経
有

二
読
法

【、

其
皆

見
二
於
筆

墨

[垂

二
於
不
朽

一、

故

墨
以
伝

方

古

文
章

之
印

一、

是
吾

所
レ
取

之
法
印

也

、
謂

二
之

心
印

【、

亦
可
　
、

是
此
授

位
非
二
吾

兄
弟

所
二
曽

期
望

【也

、
而

今
自
レ
上
裁

レ
之
、

則
恩
賓

不
二
亦

厚

一

乎
、

所
謂

自
レ
天
命

レ
之
者
乎
、

⑱
と

。

こ
の
授
位

が
人

の
望
ん
だ

所

で
な

く
、
専

ら
上
裁

に
よ

る
恩
遇

ゆ
え
天
命

と

い
う

べ
し
と

は
、

い

か

に
も
羅

山
ら

し

い
巧

言

で
あ
る
。
な

お

こ
の
翌
七
年

九
月
、

明

一74一



正
天
皇

の
御

即
位
式

に
際

し
、
羅

山
が
特

に
陪
観
を

許

さ

れ
た

の
は
、
彼

の
望
外

の
喜
び

で
あ

っ
た

ろ

う
。

注①

西
村
時
彦

『
尾
張
敬
公
』

(東
京
、
興
風
館
、
明
治
四
十

三
年
)
五
ペ
ー
ジ
以
下
。
た
だ
し
慶
長
十
二
年
を
義
直
九
歳
の
と
き
と
い
う
の
は
八
歳
の
と
き
の
誤
り
で
あ
る
。

②

以
下
義
直
伝
に
つ
い
て
は

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
巻
L
十

ヒ
、
慶
安
三
年
六
月
二
十
八
日
条

(義
直
卒
伝
)
参
照
。

③

『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
五
、
慶
長
十
四
年
正
月
二
十
五
日
条
。

④

同
巻
卜

二

(年
月
日
略
、
以
下
も
同
じ
)
。

⑤

同
巻
十
丑
、
巻
三
十
、
巻
三
十
五
、
巻
.二
十
ヒ
。

⑥

『
好
書
故
事
』
巻

一
。

『台
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
丘
。

『
羅
山
文
集
』
巻
二
十
二
所
収

「東
行
口
録
」
。

⑦

台
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
五
、
巻
六
、
巻
八
、
巻

7
四
、
巻
十
互
。

『
大
日
本
史
料
』
第
卜

二
編

の
十
八
。

『
右
文
故
事
』
巻
四
。

『
羅
山
文
集
』
巻
三
十

一
。

⑧

堀
勇
雄

『林
羅
山
』

(吉
川
弘
文
館

『
人
物
叢
書
』
所
収
)

一
ヒ
.二
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。
同
書
に
は
史
料
も
注
詑
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
省
略
す
る
。

⑨

『
台
徳
院
殿
御
実
紀
」
巻
四
卜
。

「
右
文
故
事
』
巻
卜
、
御
代
代
文
事
表
。

⑩

『
右
文
故
事
」
巻
四
、
駿
府
御
文
庫
本
。

『台
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
四
卜
、
巻
四
十

二
、
巻
四
卜
四
。
な
お

『
文
集
』
巻
五
卜
四
、
題
践
に
収
め
る

『白
氏
文
集
』

の
大
尾
に
、

コ
兀
和

四
年
八
月
八
口
夜
雨
吹
燈
記
之
、
駿
府
御
詐
庫
預
前
侍
読
林
道
春
.士
信
」
と
い
う
記
文
が
あ
り
、
堀
前
掲
井

二
二
九
ぺ
ー
ジ
に
こ
れ
を
引
き
、

「前
侍
読
と
い
う
肩
書
に
秀
忠
に
重
用
さ
れ

ぬ
羅
山
の
不
満
を
寓
し
て
い
る
と
い
う
。

⑪

羅
山
を
法
印

に
叙
す
る
に
当
り
、
弟
永
喜
を
も
同
時
に
法
印
に
叙
し
た
と
こ
ろ
に
家
光
の
秀
忠
に
対
す
る
気
兼

が
感
ぜ
ら
れ
る
。
な
お
第
四
節
本
文
参
照
。

⑫

『
藤
樹
先
生
全
集
』
巻

一
所
収
。

⑬

『
羅
山
林
先
生
詩
集
』
巻

三
十
八
所
収

「叙
法
印
位
詩
」

の
序
。

一75一

は
じ
め
に
記
し
た
羅
山

の
忍
岡
校
地
並
び

に
建
築
費
拝
領
は
こ
の
寛
永
七
年

(
一
六

三
〇
)
の
冬

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
」
巻
十
六
、

こ
の
冬

の
条

に
、

「
儒
臣
林
道
春
信
勝

に
、
忍
岡
に
て
別
壁
の
地
五
千
三
百
五
十

三
坪
下
さ
れ
、
学
寮
い
と
な
む

べ
し
と
し

て
費
金
二
百
両
給
は
る
」
と
あ
る
。
羅
山
と
し

て
は
慶
長

十
九
年

(
一
六

一
四
)
以
来

の
宿
望
を
こ
こ
に
よ
う
や
く
遂
げ
た
わ
け

で
あ
る
が
、

こ
の
学
校
は
林
家

の
私
塾

で
あ

っ
て
官
学
で
は
な
く
、
幕
府
は
た
だ
羅
山
に
対
す
る

恩
遇
の

一
端
と
し
て
彼

の
学
寮
開
設
を
助
成
し
た
ま
で
で
あ
り
、
従

っ
て
そ
の
規
模
も
塾
生
多
数
を
収
容
す
る
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
石
川
謙
博
士
は
林
家

に
伝

徳
川
義
直
の
好
学
と
林
門
の
発
展



徳
川
義
直
の
好
学
と
林
門
の
発
展

わ
る
入
門
者
名
簿

『
昇
堂
記
』
な
ど
に
基

づ
き
、
林
門
創
業
の
寛
永
七
年

(
一
六
五
〇
)
か
ら
延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
ま
で
の
五
十

一
年
間
の
入
塾
者
の
総
数
を
三
百

①

三
十

二
名
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
毎
年
の
入
塾
者

の
平
均
を
算
出
す
れ
ば
六

・
五
名
強
と
な
り
、
彼
ら
が
入
塾
後
各
五
年
在
学
す
る
も
の
と
す
れ
ば
毎
年
の
在
学

生

の
数
は
三
十
二
、
三
名
に
過
ぎ
な
い
。
壮
麗
な
る
東
叡
山
寛
永
寺
の
大
伽
藍
に
近
接
し
た
生
徒
三
十
名

の
学
塾
は
、

い
か
に
も
貧
相
で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
る
に
寛
永

九
年
正
月
、
前
将
軍
秀
忠
の
没
後
、
徳
川
義
直
は
羅
山
が
宅
地
に
文
廟
を
建

て
る
に
つ
い
て
援
助
を
加
え
、
聖
像
並
び

に
四
配
像
及
び
祭
器
等
を
寄
附
し
、
ま
た

「
先
聖

殿
」

の
三
大
字
を
み
ず
か
ら
書
き
、
こ
れ
を
扁
額
と
し
て
与
え
た
。
こ
れ

に
よ
り
忍
岡
に
は
廟
学
と
も

に
規
模
が
整

い
、
殊

に
そ
の
文
廟
は
江
都

に
も
無
類
の
中
国
風
建
築

と
し

て
異
彩
を
放

っ
た
。
翌
十
年

二
月
、
羅
山
は

こ
の
新
廟

に
お

い
て
初
め
て
釈
菜
を
行
な

っ
た
が
、
同
年
四
月

に
は
将
軍
家
光
を
東
叡
山
御
成
り
の
帰
途

に
迎
え
、
将

②

軍

の
聖
像
拝
礼
の
後

『
尚
書
」
尭
典
を
進
講
し
た
。
こ
れ
は

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
」
巻
二
十

三
に
、

こ
の
日
家
光
が
東
叡
山
に
ま
い
り
、

「
そ
の
御
か

へ
さ
に
儒
臣
林
道

春
信
勝
が
忍
岡
の
学
寮

に
よ
ぎ
ら
せ
給
ひ
」
と
あ
る
通
り
、
い
わ
ば
事
の
つ
い
で
に
過
ぎ
な
い
が
、
何
分
将
軍
の
謁
廟
は
未
曽
有

の
こ
と
で
あ
る
だ
け

に
、
か
な
り
公
式

③

的
な
行
事
と
し
て
世
人
の
視
聴
を
ひ
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
け
て
こ
こ
に
考
う
べ
き
は
義
直
が
な
ぜ
か
く
積
極
的

に
林
門

の
創
業
を
推
進
し
た
か
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

『
明
良
洪
範
」
巻
四
に
よ
れ
ば
元
和
の
式
目
を
定
め
た
と
き
、
家
門
の
面

々
に
も

一
通
り
見
せ
、
意
見
を
徴
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
十
六
歳

の
義
直
が
式
目
の
う
ち
乗
物

へ

　

へ

　

　

　

へ

　

　

　

　

御
免

の
条
に

「
儒
医
の
両
道
」
と
あ
る
の
を
難
じ
、

「
当
世
武
家
に
召
仕
は
る
る
儒
生
は
皆
法
体

に
て
儒
者
と
申
難
し

(傍
点
筆
者
)
陰
陽
師

の
類
に
均
し
け
れ
ば
、
医

陰
と
致
候
て
は
如
何
に
や
」
と
、
七
十
余
年
後
の
元
禄
四
年

(
一
六
九

一
)
に
お
け
る
儒
者
の
蓄
髪
、

任
官
、

ひ
い
て
儒

仏

の
分
離
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
卓
見
を
呈

し
、
そ
の
通
り
採
用
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
れ

に
か
の
駿
府
御
譲
り
本
の
う
ち
尾
州
家
に
配
分
さ
れ
た
も
の
の
中

に
は
経
類
二
十
余
部
、
子
類
十
余
部
、
集
類
七
十
余
部
、

④

制
度
、
地
誌
そ
の
他
雑
書
六
七
十
部
等
、
漢
韓

の
書
が
十
の
八
九
を
占
め
た
と

い
う
と

こ
ろ
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
好
学

の
義
直
は
こ
れ
ら
の
書
に
よ

っ
て
、
こ

と
さ
ら

に
仏
臭
を
超
克
し
た
真
儒
の
道
を
追
求
し
た

こ
と

で
あ
ろ
う
。
義
直
は
元
和
八
年

(
一
六
二
二
)
に
は
広
島
浅
野
家

に
懇
望
し
、
同
家
の
儒
臣
堀
杏
庵
を
名
古
屋

に
迎
え
て
藩
儒
と
し
、
優
待
し

て
七
百
石
を
給
し
た
。
杏
庵
は
名
は
正
意
、
近
江

の
医
家
に
生
ま
れ
、
儒
学
を
藤
原
惧
窩

に
学
び
、
林
羅
山

・
松
永
尺
五

・
那
波
活
所
と

と
も

に
幌
窩
門
の
四
天
王
と
称
せ
ら
れ
た
だ
け

に
、
幌
窩

の
学
を
忠
実

に
伝
え
、
程
朱
を
奉
じ
、
仏
老
を
排
し
た
。
義
直
が
率
先
し
て
名
古
屋
城
内

に
孔
子
堂
を
建
て
た

の
も
杏
庵
招
聰
以
後

の
講
学

の
成
果
で
あ
ろ
う
。
寛
永
六
年

(
一
六
三
〇
)
、
羅
山
は
京
都

の
喪
事
を
済
ま
せ
て
江
戸

へ
帰
る
途
中
名
古
屋
を
訪
れ
、
初
め
て
右
の
孔
子

堂
を
拝
し
た
。
彼
の

「
拝
二尾
陽
聖
堂

一」
の
文

に
い
う
。
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乙
己
十

二
月
六
日
、

赴

二
尾
州

一、

奉
レ
謁
二
亜
相

一
(
義

直
、
時

に
正

二
位

権
大
納

言
)
、

坐
定

而
後

拝

二
孔

子
堂

一、

蒔
絵
塗

小
厨

子
形
如
レ
堂
在
レ
奥
、

有

二
金
像
尭

舜

禺

周
公
孔

子

一、
安

二其

中

一
(中

略
)
、

左
右
壁

画
二
五
色
楽
器
具

一、
其

聖
像
厨
前

垂
二、

金
欄

帳

一、

其
堂
有

二
両
扉

一、
築

レ
石

為
レ
基
、

高
二
於

地

一四
五
尺

許
、
堂

下

有

二
花
鳩

数
畝

一、
其
傍

有

二
文
庫

一、

書
籍

殆
及

二
一
千
部

一、

及
レ
晩

侍
二
干

食
前

一、

海
陸

膳
着
多

　

、

且
賜

二
芳
茗

一、
乗
燭

有

レ楽

(中

略
)
、

亜
相
手

自
弾

レ
箏
、

楽

⑤

関
余

辞
去
、

於
レ
是

使
者
山

田
次

太
夫
来

二
余
旅

宿

一
、

賜
二
白

銀
若
干

[、

当
年

三
十

歳

の
貴

公
子
が

恩
師
を

迎
え

て
歓

待
し

、

互

い

に
旧
交
を
温

め
た
趣

が
し

の
ば
れ

て
和
気
字

間

に
漂
う
ば

か

り

で
あ

る
。
羅

山
が
、

宿
願

の
学
寮

を
創

設
し

、

そ

の
敷
地

の

一
角

に
右

の
ご

と
き
文

廟
を
建

立
す

る
と

い

う
夢
を

実
現

す
る
た

め

に
義
直

の
温

情

に
す

が

ろ
う
と
す

る
な

ら
ば
、

今

こ
そ
無
上

の
好
機

で
あ

っ
た

。
幸

い

に
す

べ
て
は

二
年

後
に
成
就

し
た
。

羅
山

は

「
武

州
先

聖

殿
経

始
」
を
草

し

て

い
う
、

武

州
先

聖
殿
者
、

文
宣

王
之
廟

也
、
余
嘗

獲

レ
賜

二其

地

一、

而
開
二
其

基

一、

時
尾
陽

亜
相
崇

儒
之

余

、

為
命

二
匠
師

平
内

大
隅
某

一、

以
営

「
構

此
殿

一

(中
略
)
、

不
日
而
成

、
其
制

異
レ
他
、

非
レ
若
二
尋
常
宮
室

之
例

一也

、
我

朝
昔
錐

レ
聞
レ
有

二其

名

一、
而

如
レ
是

之

形
摸
、

未

レ有

レ
之

也
、

益
尊

「
閣

聖
像

一也

(中
略

)
、

亜

相
自

書

二
先
聖

殿

三
大
字

一、
以

為
レ
額

、
平
内

離
飾

以
掲

レ
之

、
可
レ
謂

レ
壮
突
、

亜
相

履
来
遊

見
而

嘉
レ
焉
、

愈
云
、

東

州
州
学

之
権
輿

乎
、
其

後

一
日

幕
下
柱

二
台
駕

一入

二

殿
内

[、

以
褒
而
称

レ
善
、

即
座
命

三
余
講

二
書
典

}、

乃
蒙

二
恩
賜

一、

只

是
稽
占
之

力
、

不
二
亦
幸

一
乎
、

於
レ
是
我

道
之
将

レ
行
也
、

可
.
以
侍

一　

(
下
略
)

⑥

と
。
羅
山
が
故
徳
川
忠
長

の
旧
邸

の
う
ち
大
渡

一
宇
を
賜
り
、
こ
れ
を
忍
岡
先
聖
殿

の
傍
ら

に
移
し
て
学
舎

の
拡
張
に
充

て
た

の
は
、

こ
れ
よ
り
更

に
二
年
後
の
寛
永
十

⑦

一
年

(
一
六
三
四
)
の
こ
と

で
あ
る
。
同
十

三
年
、
義
直

の
日
光
社
参

の
と
き
、
堀
杏
庵
は

こ
れ

に
階
行
し
、
途
中

足
利
学
校

の
聖
堂
を
拝
し
、
後
日
学
校

の
沿
革
や
聖

像

の
配
杞
な
ど
に
つ
き
学
校
第
十

一
世
庫
主
睦
子
明
徹
と
書
状
を
交
わ
し
て
問
答
し
た
。
も
ち
ろ
ん
名
古
屋
藩

の
教
学
振
興
に
資
す
る
た
め
で
あ

っ
た
ろ
う
。
こ
の
年
義

直
は
深
田
円
空
を
招
い
て
藩
儒
と
し
た
。
円
空
は
も
と
尾
張
犬
山
城
主
で
あ

っ
た
石
川
光
吉

の
孫

で
字
は
正
室
、
羅
山
、
杏
庵
の
門
に
学
ん
だ
が
、
経
史
の
外
、
天
文

・

地
理
に
精
通
し
、
世
界
図

・
潭
天
儀
を
作

っ
て
義
直

に
献
じ
、
後
に
時
計
ま
で
発
明
し
た
。
義
直
は
円
空
が
名
古
屋
城
下
大
津
町
に
開
い
た
家
塾
を
取
立
て
て
藩
士
子
弟

の
学
問
所
と
し
た
。
こ
れ
が
後

に
全
国

に
さ
き
が
け

て
設
置
さ
れ
た
藩
校
明
倫
堂

の
起
源
で
あ
り
、
円
空

の
子
孫
は
歴
代
羅
山

・
杏
庵
の
学
統
を
伝
え
、
藩
儒

の
名
門
と

⑧

な

っ
た
。

注①

石
川
謙

『
日
本
学
校
史

の
研
究
』

(小
学
館
、
昭
和
三
十

五
年
)

一
七
四
ペ
ー
ジ
。

徳
川
義
直
の
好
学
と
林
門
の
発
展
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②

こ
の
忍
岡
文
廟
の
造
営
及
び
将
軍
の
謁
廟
が
い
ず
れ
も
秀
忠

の
没
後
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
本
節
後
文
参
照
。

③

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
巻
二
十
三
は
家
光
の
参
廟
を
七
月
十
七
日
の
こ
と
と
す
る
が
、
林
信
時
の

『事
実
記
』

は
四
月
十
七
日
、
即
ち
家
康
の
命
日
の
こ
と
と
す
る
。
後
者
に
従
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

④

西
村
時
彦

『
尾
張
敬
公
』
四
九
ペ
ー
ジ
。

⑤

『文
集
』
巻
六
十
九
所
収
。

⑥

以
上
二
編
と
も

『文
集
』
巻
六
十
四
所
収
。
な
お

『大
猷

院
殿
御
実
紀
』
附
録
巻
六
参
照
。

⑦

『
昌
平
志
』
巻
二
、
事
実
志
。

⑧

笠
井
助
治

『
近
世
藩
校
に
お
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』

(吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
五
年
)
巻
上
、
六
二
六
ペ
ー
ジ
以
下
。

四

こ
の
よ
う
に
羅
山
は
義
直

の
忍
岡
先
聖
殿
寄
進
を
得
て
林
門
の
出
発
に
光
彩
を
添

え
る
こ
と
が
で
き
、
義
直
は
羅
山

の
同
門
な
い
し
門
下
か
ら
人
材
を
得
て
尾
州
藩
の

　

　

教
学
を
振
興
し
た
が
、
こ
こ
に
ひ
と

つ
の
な
ぞ
と

い
う
べ
き
は
寛
永
十
年

(
一
六
三
三
)
将
軍
家
光
の
忍
岡
謁
廟

の
盛
挙
が
、
た
だ

こ
の

一
度
に
限
り
、
後
が
続
か
な
か

っ
た
理
由
で
あ
る
。
元
来
秀
忠
と
家
光
と
は
儒
教
に
対
す
る
執
心

の
度
が
異
な
り
、
家
光
が
儒
教
尊
重
な

い
し
儒
家
優
遇

の
施
策
を
行

う

に
際
し
て
は
、
と
か
く
秀
忠
に

気
兼
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
ら
し
い
。
例
え
ば
寛
永
六
年
羅
山
を
民
部
卿
法
印
に
叙
す

る
に
つ
い
て
は
、
秀
忠
の
側
近
に
仕
え
る
弟
永
喜
を
同
時

に
刑
部
卿
法
印

①

に
叙
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
既
述

の
通
り
で
あ
る
。
従

っ
て
翌
年
忍
岡

の
地
と
金
子
と
を
羅
山
に
与
え
た

の
は
、
家
光

の
相
当

の
勇
断

で
あ

っ
た
と
評
価
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
羅
山
の
学
塾
開
設
、
義
直

の
文
廟
寄
進
が
、
い
ず
れ
も
秀
忠
の
没
後
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
こ
れ
を
裏
書
き
し
よ
う
。
ま
し

て
同
十
年

の
将
軍
の
謁
廟
の

ご
と
き
は
、
た
と
え
東
叡
山
参
詣

の
つ
い
で
と
は
い
え
、
大
御
所
在
世
中

に
は
望
む

べ
く
も
な

い
こ
と

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
二
度
と
行
わ
れ
な
か

っ
た
の
は
、
将

軍
が
そ
の
尊
貴
を
降
し

て
、
み
だ
り
に

一
儒
臣

の
家
塾

に
駕
を
ま
げ
、
た
と
え
三
家

の

一
た
り
と
も

一
大
名

の
寄
進

に
し
て
幕
府
の
造
営
に
も
あ
ら
ぬ
廟
堂

に
て
拝
を
行

っ
た

こ
と
が
、
い
か
に
も
軽
率

で
あ
り
、
儒
家

に
対
す
る
過
保
護
で
あ
る
と

い
う
よ
う
な
痛
烈
な
批
判
が
、
た
と
え
ば
土
井
利
勝
の
よ
う
な
前
代
の
遺
老
や
遺
臣
か
ら
出

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ

に
名
古
屋
の
聖
堂
で
も
同
じ
章
李

年

に
義
直
が
釈
薯

行
わ
せ
て
後
・
久
し
く
中
絶
し
た
と

こ
ろ
寛

る
的
・
忍
岡
先
聖
殿
の
造
進
が

義
直

の
私
意

に
出
た
こ
と

に
つ
き
今
更

の
よ
う

に
非
難

の
声
が
あ
が
り
、
尾
州
藩
と
し

て
も
差
控
え
の
姿
勢
を
示
す
必
要
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
疑
わ
れ
る
。

儒
学
に
対
す
る
関
心
に
つ
き
、
家
光
は
確
か
に
秀
忠
よ
り
積
極
的
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
儒
学
を
採

っ
て
も

っ
て
天
下
の
教
学
の
大
本
と
す
る
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
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は
家
光
自
身
は
も
と
よ
り
、
当
時

の
幕
閣
の
面
々
は
思
い
及
ば
な
か

っ
た
。
家
光
が
没
し
て
家
綱

の
世
と
な
り
、
家
光

の
弟
保
科
正
之
が

こ
れ
を
補
佐
し
、
山
鹿
素
行
を

③

退
け

、
熊

沢
蕃

山
を

追

っ
た
と

き
も

、
正
之

の
朱

子
学

一
辺

倒

は
幕

閣

の
全
面
的

に
支
持

す

る
と

こ
ろ
と

は
な
ら

な
か

っ
た
。

朱
子
学

が
幕

府

の
教

学
と

な
り
、
林

門

が④

官
学

の
宗
家
の
観
を
呈
す
る
に
至
る
に
は
、
や
は
り
将
軍
綱
吉

の
も
と
、
儒
者

の
蓄
髪
任
官
と
湯
島

の
聖
堂
造
営
と
を

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

『
聖
堂
略
志
』

に
林
信
言
の

『
事
実
志
』

の
文
中
に
、

元
禄

三
年

(
一
六
九
〇
)
七
月
九
日
、
春
常

(林
信
篤
)
召
さ
せ
ら
れ
、
登
城
仕
候
処
、
阿
部
豊
後
守
、
戸
田
山
城
守
、
土
屋
相
模
守
、
牧
野
備
後
守
列
座
、
仰
渡

さ
れ
候
は
、
忍
岡
の
竃

、
上
野
境
内
に
声

之
、
其
上
霧

霧

契

響

醸
笠

鮫

咬

愚
得
綜

厭

訟

徐

、
此
度
公
儀
よ
り
類

に
聖
堂
御
建
立

鷹早

径

遊
ば
さ
る

べ
き
の
旨
、
昌
平
坂

の
地

(
割
注
略
)
御
吟
味
に
て
只
今

の
所

に
て
有
レ
之
候
、
即
日
総
奉
行
松
平
右
京
亮
鄭
御
手
伝
蜂
須
賀
飛
騨
守
郵
仰
付

ら
れ

候
、

此
節
よ
り
御
成
御
殿
並
饗
応
所
其
外
学
寮
役
人
長
屋
等
迄
新
規

に
御
建
遊
ば
さ
れ
、
頂
戴
仕
候
、
十

一
月
二
十

一
日
御
前

に
於
て
御
筆
大
成
殿

三
大
字

の
御
額
字
、

御
製
斗
御
添

へ
遊
ば
さ
れ
頂
戴
仕
候
、
十

二
月
二
十
二
日
御
上
棟
有
レ
之
候

云
々

　

　

　

へ

　

　

　

　

　

　

と
あ
る

一
節
を
引
き
、

「
以

て
綱
吉
が
新
に
大
成
殿
を
経
営
せ
ん
と
す
る
の
志
を
起
せ
し
は
、
忍
岡
孔
廟

の
寛
永
寺
の
境
域
に
密
接
せ
る
と
、
其

の
尾
張
家

の
創
設

に
か

　

　

　

へ

　

　

へ

　

　

へ

　

　

　

か

り

て
幕

府

の
造
営

に
あ
ら
ざ

る
と

、

そ

の
規
模

の
狭

小

に
し
て
綱
吉

が
豪

快
を

満
た

す

に
足
ら
ざ

る

と

に
因
る

こ
と

知

べ
し
」
と

注

し

て

い
る
。
今

日
残
存

す

る
史
料

か
ら

判
ず

る
限

り
、

こ
れ

は
最

も
穏

当
な
解

釈
と

い
う

べ
き

で
あ
ろ

う
。
寛
永

十
年

、

将
軍

家
光

の
謁
廟

は
近
世
儒
学

史

上
、
元
禄

の
盛
世

に
六

十
年

先
立

つ

一
時
期

を

飾

っ
た
早
咲

き

の
花

一
輪

に
外

な
ら
な

か

っ
た

の
で
あ

る

。

注①

本
稿
第
二
節
注
⑪
及
び
第

三
節
注
②
参
照
。

②

笠
井
前
掲
書
巻
上
、
六
三
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
中
絶

の
期
間
は
寛
保
三
年

(
一
七
四
三
)
ま
で
、
百
十
年
に
及
ん
で
い
る
。

③

拙
稿

「
寛
文
異
学
の
禁
」

(
『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
第
八
号

(昭
和
四
十
九
年
)
及
び
同

「保
科
政
権
と
林
家
の
学
問
」

(同
第
九
号
、
昭
和
五
十
年
)
参
照
。

④

中
山
久
四
郎
編
、
昭
和
十
年
、
斯
文
会
発
行
、

一
四
ペ
ー
ジ
。

(昭
和
五
十
四
年
三
月
十
四
日
稿
)
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